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　労福協は、4 月 28 日（水）連合本部の雇用支
援カンパ金を活用した「元気の出る就業支援講
演会」をフレンドパーク石川で開催した。当日
は、ジョブいしかわに登録する求職者や一般の
方など約 100 名の参加があり、冒頭、上田弘志

労福協理事長が「依然
として回復しない雇用
情勢のなか求職活動に
孤軍奮闘する方が多
い。皆さんにはこの講
演によって就労への意
欲を高められたい。」と
挨拶した。
　まず、石川労働局の

宮崎栄一郎地方労働市場情報官から「石川の雇
用情勢は、依然として厳しい環境にあるが、こ
こにきて持ち直しへの動きがみられる。」などと
講演があった。
　次いで、元気コメンテーターの中川政雄氏が

「人生二毛作のすすめ」と題した講演で「健康で
元気であり、小さな夢
をもち、毎月生活でき
る金をもつことは必要
である。加えて、後ろ
を振り向かず、笑顔を
保ち、明るい声を出し、
スタスタと歩くことを
心がけることが、二毛
作（人生を楽しくする）
の秘訣である。」と明るく高らかな声で熱弁をふ
るった。
　最後に才田巌専務理事が「一昨年開設した
『ジョブいしかわ』は、中高年者の就業支援をし
てきたが現状では充分とはいえない。求職者
に紹介できる求人の拡大が最大の課題であり、
2010 年度の計画には、この問題の解消と相談
対象の範囲を拡大することを盛り込んで提起す
る予定である。」と挨拶して閉会した。

講師の中川政雄氏と講演に聴き入る参加者

上田理事長

宮崎地方労働市場情報官
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働く者の祭典を開催

2010年４月現在会員登録状況／サポート状況
地域センター
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利用会員
12
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4
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サポート会員
6
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サポート回数
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　第 81 回石川県統一
メーデーが、５月１日
（土）に金沢市のほか県内
７会場にて一斉に開催さ
れた。
　県中央公園では、家族
参加型のメーデーで大い
に賑わった。
　実行委員会を代表して
上田連合石川会長（労福協理事長）は、「すべて
の人が公正で公平な権利が保障される社会を構
築するために、共に連帯し希望を持ち、安心し
て働き暮らせる社会づくりを目指し、社会全体
の底割れに歯止めをかけ、雇用の確保・創出す
る政策を実現させ働く者の生活を守るために努
力する」と挨拶し、多くの来賓の挨拶があった
後、メーデー宣言が採択された。最後に、山口
幸男連合かなざわ地協議長の音頭でガンバロウ
が三唱され式典を終えた。
　また、今年は、連合石川結成 20 周年を記念
する大会であることや、5月 1 日が土曜日に当

上田会長

労福協のアピールコーナー

たることか
ら、メーデー
の会場に約
30 店もの模
擬店や豪華賞
品が当たる抽
選会を催すな
ど、労働者に
限らず家族全
員が参加でき
る形式がとら
れた。会場は、
約 3,000 名を超える参加者で、さながらお祭り
の賑わいとなった。
　労福協は、アピールコーナーにて、宮下亮常
務理事が労福協が取り組んでいる「ジョブいし
かわ」「福祉なんでも相談」「緊急サポートネッ
トワーク」の３事業について紹介した。また、「焼
きそば」の模擬店を担当し、予定した 150 食は、
またたく間に完売する盛況となった。

プラカード展示コーナー

アトラクション

谷本県知事 山出金沢市長

労福協の模擬店（焼そば）
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　労福協「ジョ
ブいしかわ」は、
５月９日（日）白
山市民交流セン
ターにおいて連
合石川非正規労
働センターが開

催する「移動相談所 in 白山市」に共催して就業
支援相談会を行った。
　相談会には、白山市やその近郊から 13 名が
相談に訪れ、ジョブいしかわには３名の相談が
あった。中には不況による派遣切りで失職した
方で、半年以上仕事がなく、収入を得られない
厳しい状況にあり、藁をもすがる思いで相談に
来られた方もいた。
　なお、当日は、「労働」「生活支援」「多重債務」
「法律」など多岐に亘った相談が行われ、予定時
間を過ぎても相談にあたるコーナーもあるほど
であった。

　４月 27 日（火）、石
川県勤労者福祉文化会
館（フレンドパーク石
川）は、春の防火訓練
を金沢駅西消防署の
川縁忠司消防司令補のほか団員４名の指導で避
難、消火訓練を実施した。
　訓練は、出火元を１階のべストクックさんと
想定して始まった。非常ベルと館内放送の知ら
せで、全員の速やかな避難と初期消火を完了す
ることができた。その後、消火器操作の訓練を
行い、万一の火災に備えた。
　訓練を終了して、川縁消防司令補が「毎回同
じ訓練ですが、これを繰返すことで身につき、
万一の時に役立ちます。日々の訓練を面倒くさ
がらず続けられたい。」と講評されたあと、会館
消防隊長である労福協才田専務が「今日の訓練
は、日常生活においても大切なものであり、繰

返し訓練することで
日頃の備えとしてい
ただきたい。」と締め
くくり訓練を終了し
た。

フレンドパーク石川事務局　吉村和実

ジョブいしかわ（移動相談会） フレンドパーク石川

　第３回総会が
５月 10 日（月）
金沢都ホテルで
開催された。
　才田巖副会長
の司会で開会さ
れ、川口昭一会
長から「石川の勤労者互助会は会員数（3,037 人
増加）、融資利用（64 億円増加）とも大幅に労金
の利用が拡大され感謝致したい。新年度も未組
織労働者のろうきん利用を更に訴えて行きた
い。」と開会挨拶があり、つづいて嶋垣利春北陸
労働金庫石川県本部長から丁重な御礼挨拶のあ
と、谷内英明事務局長から活動報告や新年度の

活動計画（会員交流会の実施）
などが提案された。
　また、役員改選では、会長
が川口氏から綿征一氏にバト
ンタッチされ、全件、満場一
致で承認され閉会した。

事務局長　谷内英明

石川県勤労者互助会

　さわやかＵ
（いしかわ介護
ボランティアセ
ンター）は、４
月 24 日（土）グ
ループホーム
入居者とボラ
ンティアの 30 名の参加で「となみチューリップ
フェア」へのバスハイクを催行した。
　参加者は、チューリップ公園内を散策し、早
春の色とりどりのチューリップを楽しんだ。
　その後、美味しい昼食をいただいた後、「御
菓蔵」でお菓子の試食と買い物を済ませ、身も
心も満たして無事帰路についた。
　ご協力いただいた方々に心から感謝します。

さわやかＵ　守山保夫

さわやかＵ

消化器の操作手順

園内を散策する参加者

消火器操作訓練

綿　新会長

開会挨拶する川口会長

「ジョブいしかわ」相談コーナー
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「第11次友好訪中団」
蘇州市総工会と友好交流を深める

労
福
協
　石川労福協の「第 11次友好訪中団」の一行
は、去る３月 22日から 28 日の７日間、蘇
州市総工会などを友好訪問した。
　今回で 11 回目になる訪中団は、嶋垣利春石川
労福協副理事長を団長に、才田巖石川労福協専
務理事が秘書長、団員に坂本哲治石川労福協理
事、高芳晴石川労福協監事、一明政行石川労福
協ＬＳＣの５名で、小松空港から空路２時間で
上海に渡った。上海空港では、蘇州市総工会の
高慧芹副主席、王春静副秘書長の出迎えを受け、
高度成長する中国の現状説明を受けながらバス
で蘇州市へ向かった。

蘇州市総工会
　蘇州市到着後、同総工会主催の歓迎会で、役
職員の熱烈歓迎を受けた。歓迎会の冒頭、蘇州
市総工会副主席の高慧芹氏より「石川労福協と蘇
州市総工会とは、これまで 11 回の相互訪問を実
施しています。今回、金明（蘇州市総工会主席）
をはじめとする、主席・副主席全員でみなさま
を歓迎します。」と歓迎の挨拶を受けた。
　また、訪中団を代表して、嶋垣団長は、「皆様
の熱烈歓迎に心から感謝申しあげます。貴国は
目覚しい経済発展、その証として 2008 年に北京
オリンピックを開催、また今年５月に開催され
る上海万国博覧会等、ご奮闘をいただいておら
れる皆様に心から敬意を表します。蘇州市は有
名な古代庭園都市で、2500 年の古い歴史を持つ
都市と、日々発展していく姿を見ることに大き
な期待を持っています。この訪中を機会に中国
の皆様との友情をより一層深めたいと思ってい
ます。」と挨拶し、金明主席と固い握手を交わし
た。
　二日目は、
蘇州市総工会
の 会 館 を 訪
れ、総工会役
員と意見交換
を行った。高
慧 芹 副 主 席

は、「蘇州市は 630 万人＋ 580 万人（外来労働者）
の人口、2500 年の歴史をもつ歴史文化の街です。
蘇州市総工会連合会は蘇州市の労働組合で形成
され、30 人の職員で運営されています。連合会
は、７つの区と５つの組合そして 22 の下請けか
ら構成され、５万社で 200 万人以上の組合員を
かかえています。組織率は 80％です。日本企業
は 2000 社以上あり、すべての企業に労働組合が
あります。政府と総工会の役割は、労働省は企
業を監督し、総工会は労働者の立場に立ち、企
業と従業員の間に立って、うまくいくように調
整し、協力しています。当総工会は、困難な労
働者を助けることを第一としており、職業訓練
や求職の斡旋、職業相談を実施しています。また、
労働者が病気になったときなどは資金援助を行
い、すでに５万人以上が資金援助を受けていま
す。特に旧正月には資金を渡し、楽しく正月が
送れるよう協力しています。最近は、学習して
収入の増額を希望する者、また、創業したい者
にも協力しています。総工会の運営は、企業か
ら従業員の給料の２%をいただき運営資金とし
ています。」等、蘇
州市や蘇州市総工
会の概要について
詳しく説明され
た。
　石川労福協の紹
介については、才
田専務より活動を詳しく説明した。
　意見交換では、「日本は労働組合から政府に
入っている者はいないのか？」等の質問があり、
日本との違いを再認識した。
　その後は、会館の１階に設置された労働者支
援センターを見学し、ライフ・サポートセンター
の将来像を見る感じがした。

蘇州市人民政府
　引き続き、蘇州市人民政府を表敬訪問し、蘇
州市人民政府の常務副市長曹福竜氏より歓迎の
挨拶を受けた。副市長は「蘇州市は 2500 年の歴

蘇州市総工会「労働者支援センター」

蘇州市総工会にて意見交換

蘇州市人民政府にて
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史をもつ公園都市
で寒山寺が有名で
す。また、2008 年
の金融危機は大き
な影響と大きな痛
手を負ったが、現
在は業績が向上

し、財政は３％UP、通信は 16.9％ UP、消費は
18％ UPとなっています。これらの回復は、企業
と労働組合が力を出し合った成果です。」と金融
危機の影響後の経済発展を強調された。一行は、
山出保金沢市長より預かった親書を常務副市長
曹福竜氏に渡した。
　その後、蘇州市総工会の案内にて、蘇州市工
人文化宮、拙政園、虎丘、寒山寺、蘇州東凌集
団有限公司（シルク工場）等を見学、また、昨年
訪日した団員が同席し、交流会が開催され、思
い出話しに話題が集中した。なかなか憎い演出
に、緊張していた一同の心もほぐれた。

発展する上海
　三日目は杭州市を訪問。浙江省総工会副主席
呉建憲氏より「杭
州市総工会は 1985
年頃から静岡と交
流を始め、日中両
国の関係は変わっ
てきたが、労働組
合間の交流は良くなってきたと思います。今の
経済は 1980 年代と大きく変化し、発展を遂げて
きました。これからは、新しい課題に対し、ア
ジア諸国の労働組合とも親しく深く交流してい
きたい。」と挨拶し中国の経済発展を強調された。
　四日目は空路で北京に移動、中国職工之家に
宿泊した。
　五日目は北京オリンピック会場跡（鳥の巣等）、
八達嶺にて万里の長城、故宮等を見学。中華全

国総工会国際連絡部
副部長彭勇氏は「中
華労働界と日本の連
合とは交流をしてい
ます。また、高いレ
ベルでの交流もして
います。特に、指導

者レベルや産別レベルでも交流をしています。
さらに両国の定期的交流以外にシンポジウムを
共催するなどの交流もしています。石川労福協
の訪問によって、これからの両国関係がより深
くなることを期
待しています。」
と、さすがに中
国総工会を代表
し、各種の首脳
と交流している
様子が見受けら
れた。
　六日目は空路にて上海浦東国際空港へ移動し、
リニアモーターカーにて空港から龍陽路まで約
７分で到着した。これまで体験したことの無い、
時速 400 キロメートルを超えるリニアのスピー
ドを体感した。上海では黄浦江越しに上海総工
会を望むとともに、上海環球金融中心（森ビル）
を見学、また、豫園商城では人が多く迷子にな
りかけるほどであった。上海市総工会秘書長周
志軍氏は、「上海は中国で一番大きな都市です。
1990 年代より高速道路が出来、より発展してき
ました。また、金融危機も乗り越えた。上海労
働組合は中国で一番大きく 85 年の歴史を持ち、
組合員数は 730 万人です。上海では後 30 日余り
で上海万博が開催
されます。万博で
は 240 以上の国が
参加し、入場者は
7000 万人を超える
と予想されていま
す。」と上海万博へ
の PRとお誘いがあった。
　七日目は訪中以来ずっと同行いただいた、王
春静副秘書長さんと添乗員兼通訳の戴建軍さん
に見送られ上海より帰国の途につき、７日間の
訪中を終えた。
　この訪中で、中国の経済発展と 2500 年の歴史
を肌で感じた。特にリニアモーターの実用に代
表される経済発展と技術開発にはすばらしいも
のがあった。多くのみなさまから熱烈な歓迎を
受け感謝している。今度は、９月頃に来日する
蘇州市総工会を熱烈歓迎したい。

石川労福協ＬＳＣ　一明　政行

浙江省総工会にて

天安門広場にて

オリンピック会場にて

リニアモーターカー「SMT」

蘇州市人民政府にて
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　2008 年 12 月１日に開設した無料職業紹介所
「ジョブいしかわ」は、これまでに 204 人の相談
者が訪れ、一人ずつ個別に相談を受けた。
　2009年度で
は、相談者113
人で、うち71
人が求職登録
をした。登録
者の内訳では、
金沢市在住者
が 47 人と全
体の 66％を
占め、続いて白山市在住が８人で、当事務所が
ある金沢市に集中している。さらに年齢別では、
中高年者を対象としていることもあり、50 〜
60 歳代が多い傾向にある。
　希望職種では、工場内生産等作業職を希望す
る者が 25 人と、セールス等販売職を希望する
者が 18 人とで、全体の 60％を占めている。
　仕事探しの理由では、「収入が無く、生活で
きないので働きたい」等の切実な者と、「収入よ
りも健康の為に働きたい、しかし小遣い程度は
ほしい」等の贅沢な悩みの者とに分かれている。
後者が就業すればするほど前者の働き口がさら
に狭くなる。健康維持は別に考えてもらいたい
ものである。
　相談者の話を総合すると、履歴書を 10 社に
送っても面接に至るのは 2社程度。既に 15 社
ほどの面接を受けた者が多く、求人倍率 0.5 と
いわれる就職難を肌で実感している。最近は、
求人倍率からも推測できるように、１人の求人
に対し、半日で 30 人程度が応募するほどに求
人企業が就職希望者を選ぶ（買い手市場）状況に
ある。自分が採用されるには、求職者自身が求
人企業の希望に即した人材であることが重要な
ことです。言い換えれば、求職者は、自分のス
キルと企業の人材ニーズとがマッチする求人に
応募することが、就職の早道と言えよう。
　しかし、求職者は、長期間の求職活動に疲れ、
相談に来られる方も少なくなく、紹介できる求
人の拡大が急がれており努力していきたい。

ジョブいしかわ　相談員　一明政行

ジョブいしかわ（2009 年就業支援状況）

■30 歳代
■40 歳代
■50 歳代
■60 歳代
■70 歳代

３人
４％

３人
４％

18 人
25％
18 人
25％

24 人
34％
24 人
34％

23 人
33％
23 人
33％

年齢別求職登録者

　労福協、ライフ・サポートセンターは、退職
を間近に控えた労働者を対象に、退職後の生活
設計についてのセミナーを金沢、白山、小松の
３会場において開催する。
　セミナーは、社会保険労務士の谷内美穂子氏
を講師に迎え、年金制度や健康保険などのこと
について講演をいただくほか、講師や労金、全
労済による個別相談会も開催する予定。
　セミナー受講には事前の申し込みと受講料
（500 円）が必要。詳しくは、主催者に確認くだ
さい。なお、各会場とも参加申込の締切は６月
10 日（木）ですが、定員（80 名）に達し次第締切
りとなるので早めの申し込みが必要。

「退職前セミナー」参加者募集

詳しくは、最寄りの〈ろうきん〉までお問合せください。

〈ろうきん住宅ローン〉特別キャンペーン実施中！

◆ご融資額　　最高１億円　※３大疾病保障特約付の場合は6,000万円以内となります。   
◆ご返済期間　　最長35 年（1ヶ月単位）
◆ご返済方法　　毎月返済または、毎月返済・ボーナス返済の併用
◆保　　証　　保証機関の保証が必要です。別途保証料が必要となります。
※2010年５月１日現在適用中。　※担保不動産取扱手数料31,500円が必要となります。　※返済条件を変更され
た場合は、別途手数料が必要となります。　※審査の結果、ご希望に添えない場合もございますのでご了承ください。
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（５月 20 日現在）
　開催日	 曜日	　　　　行　　事	 　　会　　場	 　　主　　催
６月 １ 日	 火	 輪島・穴水地域 LSC 総会	 輪島労働会館	 輪島・穴水地域 LSC
　　 ２ 日	 水	 七尾・鹿島地域 LSC 総会	 七尾労働会館	 七尾・鹿島地域 LSC
　　 ３ 日	 木	 珠洲・能登地域 LSC 総会	 ラブロ恋路	 珠洲・能登地域LSC
　　  〃	 〃	 羽咋地域 LSC 総会	 羽咋労働会館	 羽咋地域 LSC
　　  〃	 〃	 勤体協第 43 回定期総会	 フレンドパーク石川	 勤体協
　　  〃	 〃	 メーデー協賛「写真サロン・フローラルアート展」	 ラブロ片町（アートシアターいしかわ）	 勤文協
　　 ４ 日	 金	 ろうきん金沢西支店地域推進委員会	 勤労者プラザ	 ろうきん金沢西支店
　　 ５ 日	 土	 柴山潟ウォーキング	 柴山潟	 小松・能美地域 LSC
　　 ７ 日	 月	 消団連総会	 フレンドパーク石川	 消団連
　　 10 日	 木	 勤文協第 41 回通常総会	 フレンドパーク石川	 勤文協
　　 11 日	 金	 全労済地区合同会議	 労済会館	 全労済
　　 22 日	 火	 さわやかＵ第 10 回通常総会	 労済会館	 さわやかＵ
　　 23 日	 水	 小松・能美地域 LSC 総会	 サンルート小松	 小松・能美地域 LSC
　　 24 日	 木	 労信協第 43 回定期評議員会	 フレンドパーク石川	 労信協
　　 25 日	 金	 労金第９回通常総会	 県立音楽堂	 労金
　　 27 日	 日	 退職前セミナー（金沢会場）	 フレンドパーク石川	 金沢地域 LSC
　　 28 日	 月	 生協連第 45 回通常総会	 フレンドパーク石川	 生協連
７月 24 日	 土	 退職前セミナー（白山会場）	 白山市民交流センター	 白山・野々市地域 LSC
　　  〃	 〃	 退職前セミナー（小松会場）	 小松市民センター	 小松・能美地域 LSC
　　 30 日	 金	 全労済石川県本部第 36 回通常総代会	 労済会館	 全労済

これからの行事予定

※各行事については、直接主催者に確認ください。

　金沢地域ＬＳＣ
は、これからの超
高齢社会における
「認知症」の問題を
取り上げ、５月
11 日（火）18 時か

ら、フレンドパーク石川で
認知症サポーター養成研修
会を開催した。
　これは、全国で認知症サ
ポーター 100 万人キャラバ
ンの一環で取り組まれてい
るもので、講師の認知症サ

ポーター・キャラバンメイトの宇野幸一氏（第
１善隣館施設長）は、「職場や地域で認知症の正
しい理解と普及が大切だ。対応の基本は自尊心
を傷つけないこと。」などと、パワーポイントを
使い講演された。
　受講した 33 名の参加者は、全国共通のオレ
ンジバンドを手にサポーターとなった。
　なお、金沢市では、サポーターを 5000 名養
成することを目標にしており、2009 年度末現
在で 3300 名超を養成してきたと報告された。

金沢地域ＬＳＣ事務局次長　吉田寿子

金沢地域ＬＳＣ

　これまで、各地域のＬＳＣ事務局は、連合石
川地域協議会と同居する形で運営してきたが、
この度の連合地協再編により、河北、羽咋、珠
洲の各地域ＬＳＣには、同居する連合地協がな
くなり、新しい仲間を迎えた事務局体制となっ
た。
　河北地域ＬＳＣには吉田雅子さんが、羽咋地
域ＬＳＣには橋詰由紀子さんが、珠洲地域ＬＳ
Ｃには加藤政道さんが、事務局の業務を行うこ
ととなりました。
　今後とも、新しい仲間とともに地域ＬＳＣ活
動へのご理解とご協力をお願いします。

LSC新メンバーの紹介

耳を傾ける受講者

講演する宇野施設長

珠洲　加藤政道さん河北　吉田雅子さん 羽咋　橋詰由紀子さん

〒920-0024 石川県金沢市西念3丁目3番5号

石川県勤労者福祉文化会館
フレンドパーク石川会議室

の

　  ご
利用は

（076）234-2421予約は
電話で

OK!
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ボウリング大会
　第19回の同ボウリング大会は、４月29日（祝）
金沢市のジャンボボールで行われた。大会は、
上田弘志連合石川会長の始球式の後、231 名の
選手が第１（午前）・第２（午後）シフトに分かれ、
１部（JBC 会員）、２部（一般）、３部（３人の合
計年齢 180 歳以上）の部門別に熱戦が繰り広げ
られた。
＜成績＞
第１シフト
団体の部
〈１部〉優勝：津田駒工業Ａ、準優勝：石川県庁Ａ、３位：スプラッシュ
〈２部〉優勝：オールウェイズＢ、準優勝：伸晃Ｃ、３位：うさぎ
〈３部〉優勝：フレンドクラブＡ、準優勝：TKY、３位：フレンドクラブＣ
個人の部
〈１部〉優勝：北川潔、準優勝：川上秀則、３位：上野修二
〈２部〉優勝：岸繁、準優勝：庄村勝、３位：寺尾悦子
〈３部〉優勝：寺尾公男、準優勝：金森きみ子、３位：庄村利夫
第２シフト
団体の部
〈１部〉優勝：レディースⅢ、準優勝：THE漣、３位：峰クラブ
〈２部〉優勝：オールウェイズＢ、準優勝：うさぎＡ、３位：三遊会
個人の部
〈１部〉優勝：東秀雄、準優勝：有田登美子、３位：福岡忠
〈２部〉優勝：奥村和彦、準優勝：岸繁、３位：宮沢健三

ロードレース大会
　 第 44 回 の 同
ロードレースは、
５月１日（土）、男
女 84 名が県教育
会館前をスタート
し錦町を折返して

メーデー協賛行事
勤 体 協

第44回春季体育大会
　春季体育大会のう
ち、弓道大会、ソフ
トボール大会、剣道
大会が次のとおり行
われた。

弓道大会
（４月 29 日、白山市白山郷公園武道館）
「団体の部」優勝：津田駒工業Ａ（川田彩夏・奥平健太・咲川雅敏）、

準優勝：鶴来弓友会Ｂ（竹内誠・土肥雅俊・越能公子）、
３位：能登島（大橋洋一・浜田幸栄・岡本須賀子）

「個人の部（男子）」
優勝：咲川雅敏、準優勝：園悟志、３位：川畑直樹
「個人の部（女子）」
優勝：越能公子、準優勝：山本真理子、３位：杉村雅子

ソフトボール大会
（５月２日、９日、金沢市営専光寺ソフトボール場）
「Ａ組」優勝：山崎電機、準優勝：45ers、３位：直江夢羅
「Ｂ組」優勝：ＦＪＨ、準優勝：モンスターＧ・Ｇ、３位：武部のために
「Ｃ組」優勝：サンプラザ、準優勝：県職パワーズ、３位：三西会
「Ｄ組」優勝：シティクラブ、準優勝：ＨＫＤソフトボール、３位：輪島崎

リレーマラソン
　５月９日（日）、勤体協が後援した第９回「利
家とまつ」金沢
城リレーマラ
ソンが 473 チー
ムのもと開催さ
れた。同大会の
職場仲間部門で
参加した石川県
勤労者体育協会
Ａチームは、見
事に優勝を果た
し、同じくＢ
チームは 29 位
と健闘みせた。

弓道　各部門の優勝者

本多の森ホール前をゴールとする 7.4Kmコー
スで健脚を競った。
＜成績＞
団体の部
〈１部〉優勝：春風クラブＡ、準優勝：TEAM白山、３位：ＰＦＵ
〈２部〉優勝：雪煙クラブＡ、準優勝：石川県職労Ｂ、３位：北鉄走友会Ａ
〈３部〉優勝：Spirit、以下該当なし
個人の部
〈１部〉優勝：中田武宏、準優勝：浜上貴志、３位：堂谷芳範
〈２部〉優勝：川島大樹、準優勝：太田惇平、３位：中村圭宏
〈３部〉優勝：明圓麻衣子、準優勝：福岡佐菜江、３位：谷本小百合

　４月 26 日（月）午
前９時より、輪島マ
リンパークにおいて
第５回の同地域ＬＳ
Ｃ会長杯グラウンド
ゴルフ大会を開催し
た。当日は、196 名の参加のもと激しくかつ楽
しく競技が繰り広げられた。
　栄えある優勝者は、神谷菊二（男性の部）、萬
寿一枝（女性の部）です。

輪島・穴水地域ＬＳＣ

入表彰された方々

ロードレース


